Special Feature 1 RILAS Research Area “Transnational Society and Japanese Culture” : A tentative assumption on the Konishi family before being baptized by 岡本 真
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宣教師──南蛮貿易の世界──』（東京大学出版会、2010年）。Oka Mihoko, “The Nanban and Shuinsen Trade in Sixteenth and 


























1533年以前ということになる。ただし、ペドロ・ゴメスの記した 1594年 3月 15日付書翰には立佐を指して
「彼は 70歳過ぎであったので」とあり⑼、それにしたがえば 1523年以前の生まれということになる。
　その立佐の、1565年時点の事跡が記されているのが、同じ『日本史』のなかの、次の記述である。

























































































豊後守 小西弥左衛門 小西弥九郎 従五下摂津守内匠頭
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おわりに
　本報告では、キリシタンの小西一族と貿易商人のそれが同族である可能性について検討した。仮に同族であ
るならば、注目すべ事柄がひとつある。それは、前掲の史料 3に「医可活人伝更遠」という一節があるように、
次忠が医薬にかかわる人物であった点である㉔。これは、小西立佐・行長一族がもともと薬種商であったかど
うかという、先行研究の議論にもつながるものである㉕。
　ただし、現時点では、信頼し得る論拠が不足しており、キリシタンの小西一族がもともと貿易商人であった
可能性のあることを、指摘するにとどまらざるを得ない。特に系図については、その根拠をさぐることをはじ
め、さらなる検討が必要である。あげて今後の課題としたい。
──────────────────────────────────────────────────────────
㉔　「送日使小西次忠還国図」の序文にも「以医活人」との一説がある。
㉕　注⑴松田 1967年論文 767～772頁。
